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第１ 審査会の結論第１ 審査会の結論第１ 審査会の結論第１ 審査会の結論

徳島県知事の決定は，妥当である。

第２ 諮問事案の概要第２ 諮問事案の概要第２ 諮問事案の概要第２ 諮問事案の概要

１ 公文書公開請求１ 公文書公開請求１ 公文書公開請求１ 公文書公開請求

平成２１年３月１０日，異議申立人は，徳島県情報公開条例（平成１３年徳島県条

例第１号。以下「条例」という ）第６条第１項の規定に基づき，徳島県知事（以下。

「実施機関」という ）に対し 「消費者大学校の修了について阿南市への指導がわか。 ，

る文章」の公文書公開請求（以下「本件請求」という ）を行った。。

２ 実施機関の決定２ 実施機関の決定２ 実施機関の決定２ 実施機関の決定

平成２１年３月１９日，実施機関は，本件請求に係る公文書が不存在であることを

理由に，公文書公開請求拒否決定処分(以下「本件処分」という ）を行い，異議申立。

人に通知した。

３ 異議申立て３ 異議申立て３ 異議申立て３ 異議申立て

平成２１年４月７日，異議申立人は，本件処分を不服として，行政不服審査法（昭

和３７年法律第１６０号）第６条の規定に基づき，実施機関に対して異議申立てを行

った。

４ 諮問４ 諮問４ 諮問４ 諮問

平成２１年４月２７日，実施機関は，徳島県情報公開審査会（以下「当審査会」と

。） ， （ 「 」 。） 。いう に対して 当該異議申立てにつき諮問 以下 本件事案 という を行った

第３ 異議申立人の主張要旨第３ 異議申立人の主張要旨第３ 異議申立人の主張要旨第３ 異議申立人の主張要旨

異議申立人から提出された異議申立書及び当審査会での口頭意見陳述における異議

申立人の主張を要約すると，異議申立ての趣旨及び理由は，概ね次のとおりである。

どのように指導したか，指導方法がわからない。阿南市○○課の課長と話した文章

が欲しい。

第４ 実施機関の説明要旨第４ 実施機関の説明要旨第４ 実施機関の説明要旨第４ 実施機関の説明要旨

実施機関から提出された理由説明書を要約すると，本件処分の理由については次の

とおりである。

実施機関は，近年の複雑・多様化する消費者問題に対する消費者自身の対処能力と



消費者教育を行う指導力の開発を支援し，地域における消費者活動を推進するリーダ

ーを養成，研修するために，消費者大学校を開校している。

本件請求は，異議申立人が消費者大学校を修了したことを阿南市（以下「本件地方

公共団体」という ）の職員に軽視されたと思い，実施機関は普段，市町村の職員に。

対してどういう指導をしているのか，その指導したことが分かる公文書の公開を請求

したものである。

しかし，当該案件に係る指導の事実はなく，従って，本件請求に対する公文書は存

在しないため，公開請求を拒否したものである。

第５ 審査会の判断第５ 審査会の判断第５ 審査会の判断第５ 審査会の判断

当審査会は，本件事案について審査した結果，次のとおり判断する。

１ 本件処分の妥当性について１ 本件処分の妥当性について１ 本件処分の妥当性について１ 本件処分の妥当性について

そもそも地方公共団体による職員への指導は，職務命令権限を有する所属長や，人

事を所管する部局により行われるものである。そして，一般論として，ある地方公共

団体が，他の地方公共団体の職員に対する包括的な職務命令権限・人事権を有するこ

とはない。

この点は，実施機関と本件地方公共団体においても同様である。

また，実施機関において 「他の地方公共団体職員に対する消費者大学校の意義等，

に関する指導」といった個別具体的な権限を有する訳でもなく，また，そのような行

政慣行もない。

したがって，実施機関が本件地方公共団体の職員に対して指導した事実はないとす

る説明に，不自然・不合理な点があるとは認められず，指導に関する文書が存在しな

いことを理由に本件処分を行った実施機関の判断は，妥当というほかない。

２ 結論２ 結論２ 結論２ 結論

当審査会は，本件事案を厳正かつ客観的に検討した結果，冒頭の「第１ 審査会の

結論」のとおり判断する。

第６ 審査会の処理経過第６ 審査会の処理経過第６ 審査会の処理経過第６ 審査会の処理経過

本件事案に係る当審査会の処理経過は，次のとおりである。

年 月 日 内 容

平成２１年 ４月２７日 諮問

５月１３日 実施機関からの理由説明書を受理



７月２４日 審議（第６８回審査会）

８月２５日 異議申立人からの口頭意見陳述、審議

（第６９回審査会）

９月１７日 審議（第７０回審査会）


